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秋のシンポジウム
「〈危機〉の時代における海外へのまなざし―明治と現代、そして

鹿児島―」の開催�
「鹿児島の近現代」教育研究センター　副センター長　松田 忠大

「鹿児島の近現代」教育研究センターは、
2025年11月4日に鹿児島大学稲盛会館にお
いて、「〈危機〉の時代における海外へのま
なざし―明治と現代、そして鹿児島―」を
テーマとした秋のシンポジウムを開催し
た。本シンポジウムは、明治初期にわが国
が行った西洋の制度の導入、外国人材の活
用法を明らかにしながら、〈危機〉の時代を
克服した先人たちの行動を踏まえ、今後の
日本および鹿児島が構築すべき外国との関
係、とるべき経済や地域の活性化策につい
ての提言を導くことを目的としたものであ
る。

この目的にしたがい、「お雇い外国人」研
究で優れた研究業績を有するアメリカ・ミ
シガン大学のロイ・ハナシロ名誉教授と、
鹿児島において観光業を展開されている島
津興業株式会社代表取締役で島津家第33代

当主の島津忠裕氏を、基調講演の講師とし
てお招きしてご講演いただいた。基調講演
の後には、ハナシロ名誉教授、島津忠裕氏
に加え、外国人材の活用や多様性を意識し
た社会づくりに貢献されている株式会社清
友・株式会社ミエルカ代表取締役の宮之原
明子氏、および姶良市クリエーティブアド
バイザーのサンディー・ユハス氏をお迎え
したトークセッション「近代の鹿児島と現
代の鹿児島における世界の見方」をテーマ
としたトークセッションを行った。

ハナシロ名誉教授の講演では、明治期に
おける造幣局の設立を素材に、明治政府
は、欧州の法や契約の概念を認識した上
で、お雇い外国人と良好な関係を構築でき
たことが、急速な近代化を成功させた理由
の一つであることなどが紹介された。ま
た、島津氏の講演では、薩摩藩の近代化と
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それに向けた島津家の様々な取組が紹介さ
れた。これらの基調講演を踏まえたトーク
セッションでは、わが国の少子化や都市部
への人材流出が、わが国や鹿児島における
最も深刻な危機であるとの指摘がなされ
た。また、わが国では先人たちが、外国人
材を有効に活用して、幕末・明治初期に到
来したわが国の独立を脅かすような危機を
乗り越えたこと、現代においても、外国人

材を活用することにより、企業の経営危機
のみならず、国家の経済危機を乗り越えた
事例があることが紹介された。これらのこ
とを踏まえたシンポジウムの総括として、
登壇者から、少子化や地方の過疎化による
地域的課題を乗り越えるためには、多様な
人材を受け入れられる社会づくりが不可欠
であるとの提言がなされた。


